
令和７年度 第３回外ヶ浜警察署協議会 議事録

○ 開催日時

令和８年２月18日（水） 15：52 ～ 17：16

○ 開催場所

外ヶ浜警察署 会議室

○ 出席者

○ 協議会委員 ５人

戸嶋志郎会長、工藤幸治副会長、秋田一人委員、沼田修身委員、沼田睦子委員

○ 警察署 ８人

署長、次長、刑事生活安全課長、地域課長、交通課長、警備課長、警務会計課長代理（警

務担当）、警務会計課長代理（会計担当）

○ 開催内容

１ 開会

２ 署長挨拶

３ 議事１

第２回会議以降の取組や扱った事案等について

(1) 警務会計課（警務）

ア 術科訓練の推進

イ 署員の健康増進のための取組

ウ 犯罪被害者等支援の取組

エ 警察官採用試験に関する広報

オ その他

(2) 警務会計課（会計）

遺失及び拾得の取扱状況

(3) 刑事生活安全課

ア 事件認知・検挙状況

イ 変死事案の取扱い状況

ウ 実施した行事

エ 特殊詐欺被害未然防止

(4) 地域課

ア 『110番の日』広報活動

イ 地域安全・安心まちづくり川柳

ウ 山岳遭難救助訓練

エ 雪害防止活動

(5) 交通課

ア 交通死亡事故の発生状況と皆無記録の達成状況

イ 交通人身事故の発生状況の分析

ウ 自己分析結果を反映した重点的な交通取締り

エ 交通安全街頭活動

(6) 警備課

ア 拉致問題に対する取組

イ 災害対策に関する取組

ウ 令和７年12月青森県東方沖地震の状況

４ 議事２

重要課題への取組について

(1) 短期的課題『交通死亡事故抑止対策の推進』

(2) 中・長期的課題『地域防災能力の強化』



５ 質疑応答、意見等

○ 採用試験の回数が増えて２回あるということについてもう少し詳しく知りたい。

【回答】 大学卒業程度の採用試験の回数を増やすことで、これまで受験できなかった方

々の受験機会を増やし、優秀な人材の確保を図ることが目的で、２回の併願も可

能であるので、希望者、対象者がいる場合はお声掛けいただきたい。

○ 自主防災組織は管内にどのくらいあるのか。高齢化が進んでいる地域との連携は。

【回答】 正確な数は警察で把握に至っていない。

県を挙げて、自主防災組織を活用しての防災訓練など、防災対策を推進してい

るところであり、各町村の防災担当との連携のほか、高齢者が多い地域を含め、

各地域の消防団も巻き込んだ連携など、図られればよいと考えている。

○ 近隣で火災が発生したが、昔に比べれば消防団、消防署員の人数が少なくなったとい

う話を聞いていたところ、それぞれがしっかり機能しているように見えて安心し、うれ

しく思い、希望を感じた。

○ 自主防災組織で訓練を行う場合、警察署に対して相談すればいいのか、それとも役場

に申し出ればいいのか。

【回答】 基本的には役場の防災担当に申し出ることとなると思うが、警察にも知らせて

もらえれば、役場だけでなく警察の動きも加わり、より実戦的で充実した訓練に

なると思われるので、役場を通じて声を掛けていただきたい。

○ 吹雪でホワイトアウトになったときは、追突されるおそれも考えられるがハザードラ

ンプをつけて止まってしまった方がよいのか。。

また、ホワイトアウトだけでなく、例えば対向できずに大渋滞を引き起こすようなす

り鉢状の凍結路面など、どうすればよいか。

【回答】 ホワイトアウトで視界ゼロの状態であれば、無理に進むことはできない。天候

や路面の状況に応じ、事故に至らないように運転していただきたい。

○ 屋根雪が落ちて道路を塞いでしまった場合、役場に連絡すればいいのか、それとも警

察か。

【回答】 当該落雪を除去するのは道路管理者になる場合が多いと思われるが、警察に連

絡された場合は速やかに情報収集や当該道路の管理者への通報を行うこととなる

ので、どちらでも対応可能である。

道路管理者が判然としない場合も、警察に連絡されたい。

○ 過去に雪の重みで家屋が倒壊したり、強風で屋根のトタンが飛びそうになった際に消

防が出動して措置したと見聞きしたことがある。こういう場合は消防に通報すべきか。

【回答】 消防は、人的被害の確認、危険防止のための応急措置を行った上で役場に通報

するが、警察で連絡を受けても、消防、役場に通報することとなるので、警察に

連絡されて差し支えない。

○ 今別町大川平から外ヶ浜町蟹田大平までの県道において、路肩の樹木への積雪による

道路への覆い被さり、その雪の落下など見られるので、対応願いたい。

【回答】 道路管理者である東青県土整備事務所に要望があったことを伝えるほか、落雪

等で通行に支障等が出た場合も対応する。

６ 閉会

【開催状況】


